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RS CVn型星やT Tauri型星など、太陽より桁違いに大きなフレアを起こす星が存在するが、それら巨大フレア
がどのようにしてその星で起こっているのかは太陽ほど分かっていない。これらの中でもRS CVn型連星 II Peg
は、過去にX線で Lx～1033erg/s という最大級のフレアが観測されるなど（Osten et al. 2007)、磁気的活動が特
に活発なことで知られている。我々はこの星に注目し、2013年 1月 9日から 11日にかけて、2衛星と 15台の光
学望遠鏡を用いて、X線、紫外、可視光における多波長同時観測を行い、X線とHα線において 2度のフレアを
同時に捉えた。X線観測から得た 1度目と 2度目のフレアのパラメータ（プラズマ温度 kT1,2 とX線光度 Lx1,2、
e-folding time:τ 1,2）は、kT1 = 1.9+0.1

−0.1 keV、kT2 = 7.3+0.4
−0.4 keV、Lx1 = 2× 1031 erg/s、Lx2 = 3× 1031 erg/s,

τ 1 =16 ksec、τ 2=5.4 ksecであった。また、2度目のフレアではHα線の線幅が明瞭に広くなり、約 200 km/s
もの青方偏移成分を確認した。なお、可視光の連続光では、X線フレアのピークから約 4800秒後にデータを取得
できたが、すでに減光していた。また、中央大学で行った測光観測 (V band)では、RS CVn型でみられる黒点が
原因と考えられる周期的な光度変動を捉えた。この結果から黒点面積を求めたところ、星表面の 21％ほどを占め
ていると推定される。過去の観測で黒点の星表面を占める割合は数％から 60％くらいまでの変動が見られている
（Frasca et al. 2008,Hackman et al. 2011）。本講演では多波長同時観測で捉えた 2度のフレアの詳細を報告する。


